
　
十
月
二
十
二
日

　
明
日
の
「
批
評
と
理
論
」
小
委
員
会
の
「
磯
崎
新
と
一
九
六
八
年
」

（
仮
）
及
び
、
二
十
八
日
の
「
技
術
と
歴
史
」
の
会
で
の
私
の
「
開
放
系
技

術
に
つ
い
て
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
共
に
、
気
合
い
を
入
れ
て
臨
む
つ
も
り
だ
。

一
つ
の
峠
だ
な
。
六
〇
代
の
仕
事
の
出
発
と
し
た
い
。
技
術
と
正
面
切
っ
て

言
え
る
か
ど
う
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
開
放
系
デ
ザ
イ
ン
と
言
い
切
る
に
は

ま
だ
蓄
積
が
過
小
で
あ
る
。

　
午
前
中
は
杏
林
病
院
で
眼
科
の
検
査
。
良
好
で
あ
る
と
の
事
。
そ
う
言
わ

れ
て
も
、
何
か
自
身
の
実
感
と
し
て
は
良
く
な
い
の
で
あ
る
。
河
野
鉄
骨
に

よ
る
世
田
谷
村
改
修
す
す
む
。
ゆ
っ
く
り
姿
形
が
変
っ
て
く
れ
る
と
良
い
。

十
五
時
よ
り
十
九
時
前
ま
で
設
計
製
図
。
そ
の
後
若
干
の
打
合
わ
せ
。
二
十

一
時
半
迄
、
開
放
系
技
術
レ
ク
チ
ャ
ー
の
準
備
。
Ｍ
１
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

小
ゼ
ミ
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
東
大
で
の
伝
説
的
な
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
・
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
写
真
も
入
っ
た
。
只
今
二
十
二
時
京
王
線
新
宿
。

　
十
月
二
十
三
日

　
何
と
か
煙
草
は
止
め
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
出
来
ず
に
吸
い
続
け

て
い
る
。
最
近
は
質
量
と
も
に
過
重
に
な
っ
た
。
一
時
煙
草
を
吸
い
た
い
時

は
も
ら
い
煙
草
に
し
よ
う
と
、
変
な
方
法
を
思
い
付
い
て
実
行
し
た
。
周
り

は
迷
惑
し
た
だ
ろ
う
。
こ
の
男
何
て
奴
な
ん
だ
と
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

そ
の
恥
ず
か
し
さ
の
連
続
の
中
で
煙
草
は
自
然
に
止
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
が
一
向
に
駄
目
で
、
乞
食
さ
ん
の
如
き
、
も
ら
い
煙
草
状
態
が
続
い
た
。

今
は
夜
半
、
早
朝
に
近
く
の
自
販
機
に
買
い
に
出
る
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

し
か
し
、
止
め
た
い
の
だ
本
当
に
。
八
時
、
そ
れ
程
の
覚
悟
も
な
く
、
こ
れ

を
最
後
の
一
本
に
し
よ
う
と
、
三
本
連
続
し
て
吸
っ
た
。

　
来
週
は
激
し
い
日
々
に
な
り
そ
う
だ
。

　
今
日
は
夕
方
、
磯
崎
ア
ト
リ
エ
で
鈴
木
博
之
先
生
と
共
に
磯
崎
さ
ん
に
会

う
。
批
評
と
理
論
の
会
の
、
ま
と
め
を
す
る
。
大
方
の
枠
組
み
は
予
測
し
て

い
る
が
、
論
客
中
の
論
客
を
相
手
に
、
そ
う
ス
ン
ナ
リ
と
話
し
は
展
開
し
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
十
六
時
半
六
本
木
磯
崎
ア
ト
リ
エ
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
今
日
の

話
し
の
私
な
り
の
フ
レ
ー
ム
を
考
え
る
。
十
八
時
ア
ト
リ
エ
。
三
回
程
地
震

で
ゆ
れ
て
後
、
開
始
。
二
〇
時
半
終
了
。
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
。
二

十
四
時
過
世
田
谷
村
に
帰
る
。
結
局
、
話
し
は
今
日
だ
け
で
は
修
了
せ
ず
、

十
一
月
に
も
う
一
度
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
先
程
の
揺
れ
は
新
潟
の
大
地
震

で
あ
っ
た
。
災
害
が
続
く
。
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